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長
崎
県
壱
岐
市

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
人
口
減
少

　

平
成
一
六
年
三
月
一
日
に
、
郷
ノ
浦
町
、
勝
本
町
、
芦
辺
町
、
石

田
町
の
島
内
四
町
が
合
併
し
、
人
口
約
三
万
三
〇
〇
〇
人
の
壱
岐
市

と
な
り
ま
し
た
。
同
二
六
年
に
合
併
一
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

同
年
の
人
口
は
約
二
万
九
〇
〇
〇
人
、
一
〇
年
間
で
約
四
〇
〇
〇
人

減
少
し
ま
し
た
。

　

合
併
の
効
果
を
問
わ
れ
る
中
で
、
平
成
二
五
年
三
月
に
厚
生
労
働

省
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
か
ら
、
推
計
人
口
で
同

五
二
（
二
〇
四
〇
）
年
に
は
一
万
八
六
五
七
人
と
長
期
に
わ
た
っ
て

独
自
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
て

減
少
が
続
く
、
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
二
六
年
五
月
に
日
本
創
成
会
議
が
発
表
し
た
将
来
推
計
人

口
に
お
い
て
は
、
人
口
の
再
生
産
を
中
心
的
に
担
う
若
年
女
性
人
口

（
二
〇
～
三
九
歳
）
の
減
少
に
注
目
し
た
結
果
、
同
五
二
年
に
は
さ
ら

に
少
な
い
一
万
六
三
四
一
人
と
発
表
さ
れ
、
自
治
体
消
滅
の
可
能
性

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

壱
岐
市
は
自
然
減
と
社
会
減
の
両
方
が
進
み
、
と
く
に
社
会
減
に

つ
い
て
は
、
高
校
を
卒
業
す
る
と
九
割
の
学
生
が
島
外
へ
進
学
ま
た

は
就
職
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
の
中
で
非
婚
化
や
晩
婚
化
に
と
も

長
崎
県
壱
岐
市
政
策
企
画
課
長　

谷
口　

実

福岡

唐津

壱岐島

対馬島
10km

『
魏
志
倭
人
伝
』
に
「
一い

支き

国こ
く

」
と
記
さ
れ
、
国
内
最
大
級
の
弥
生
期
環
濠
集
落
「
原は

る

の
辻
遺
跡
」

が
存
在
す
る
壱
岐
島
は
、
対
馬
・
玄
界
灘
の
豊
か
な
水
産
資
源
に
め
ぐ
ま
れ
、「
壱
岐
牛
」
の
生
産

な
ど
安
定
し
た
産
業
を
も
つ
。
将
来
の
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
へ
向
け
て
、
壱
岐
市
が
据

え
た
四
つ
の
基
本
目
標
を
紹
介
す
る
。
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　壱岐島は、福岡県と対馬島の中間に位置し、玄界灘に浮か
ぶ総面積約139�km2の離島です。古代中国の『魏志倭人伝』
に「一支国」と記されているなど、歴史は紀元前にまで遡り
ます。島の南西部には、東西南北1km四方におよぶ国内最大
級の弥生期の環濠集落「原の辻遺跡」が広がり、平成12年に
国特別史跡に指定されました。
　壱岐対馬国定公園やその海中公園地区に指定された美しい
海と自然景観に恵まれ、博多港から高速船で約1時間、長崎
空港から空路で約30分の近距離にあって、年間45万人の入
込客を迎える観光の島として発展してきました。
　対馬・玄界の豊かな海は好漁場を育み、イカ、ブリ、マダ
イ、マグロなどを主要漁獲とした漁業は、島の経済を支える
基幹産業となっています。アワビ、サザエ、ウニなどの磯根
資源も豊富で、濃厚な甘みが自慢のウニは、島を代表する味
覚として全国的に知られています。
　農業、とくに畜産業では肉用牛の生産に力を入れ、平成
26年度には壱岐生まれ・壱岐育ちの「壱岐牛」として商標

登録がなされ、ブラン
ド化を推進、肉質のよ
さは一級品として高
い評価を得ています。
また、広い平野がある
ことから、水稲や葉タ
バコを中心に、メロン、
イチゴ、アスパラガス、
花卉などの施設園芸
を導入した複合経営
を展開しています。

な
い
、
出
生
数
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
幸
い
、
壱
岐
市
の
合

計
特
殊
出
生
率
は
二
・
一
四
と
全
国
で
は
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
減
少
ペ
ー
ス
は
予
想
以
上
と
捉
え
て
お
り
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
原
因
は
、
雇
用
の
場
の
確
保
に

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
壱
岐
市
は
こ
れ
ま
で
企
業
誘
致

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
実
は
厳
し
く
、
思
う
よ
う
に
は
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
福
岡
近
郊
な
ど
島
外
へ
の
通
勤
者
に
対
す

る
交
通
費
の
助
成
や
、
定
住
促
進
の
た
め
の
空
き
家
・
空
き
地
情
報

バ
ン
ク
を
設
置
し
、
移
住
希
望
者
へ
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
き
て
い

ま
す
。

★

壱岐島西海岸の黒崎半島突端にある「猿岩」
（高さ約45m）。

壱岐のモンサンミッシエル!?
島全体が神域とされる小島
神社。干潮時には海が割れ
て参道が現れ、満潮時は島
に変わる。小枝すら持ち帰り
は許されない。パワースポッ
トとしても、最近注目の場所。

豊かな自然と永い歴史、農漁業の盛んな島

島の特徴と個性
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英
知
を
結
集
し
た
壱
岐
創
生
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
平
成
二
六
年
五
月
に
日
本
創
成
会
議

が
発
表
し
た
将
来
推
計
人
口
に
端
を
発
し
、
国
に
お
い
て
は
同
年
九

月
に
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
が
発
足
し
ま
し
た
。
壱
岐
市

は
同
年
七
月
に
人
口
減
少
対
策
へ
の
取
り
組
み
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
白
川
市
長
を
ト
ッ
プ
に
各
部
長
な
ど
計
一
二
名
で
構

成
す
る
「
壱
岐
市
企
画
総
合
調
整
会
議
」
を
人
口
減
少
問
題
対
策
本

部
と
し
、
人
口
減
少
対
策
を
本
市
の
重
要
施
策
と
位
置
づ
け
、
人
口

減
少
な
ど
の
現
状
や
要
因
分
析
、
今
後
の
対
策
の
方
向
性
な
ど
を
話

し
合
う
市
役
所
外
部
と

内
部
の
委
員
に
よ
る

「
壱
岐
市
人
口
減
少
対

策
会
議
」
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
人
口
減
少
対
策
の

研
究
を
行
う
た
め
市
役

所
の
三
九
歳
以
下
の
若

手
職
員
の
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
市
役
所
全
職

員
の
英
知
を
結
集
し
、

あ
わ
せ
て
外
部
有
識
者

な
ど
の
意
見
を
反
映
し
て
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

そ
こ
か
ら
、
壱
岐
市
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
六
年
一
二
月
、
国
に
お
い
て
、
人
口
減
少
克
服
・
地
方
創

生
の
た
め
、
人
口
の
現
状
と
将
来
の
姿
を
示
し
た
「
長
期
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
」
と
、
人
口
減
少
を
克
服
し
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
五
カ
年
計
画
を
示
す
「
総
合
戦
略
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
で
、
都
道
府
県
お

よ
び
市
町
村
と
も
に
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
壱
岐
市
に
お
い
て
も
国
と
連
動
し

て
同
二
七
年
一
〇
月
ま
で
の
策
定
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
の
策
定
体
制
に
つ
い
て
は
、
壱
岐
市

人
口
減
少
対
策
会
議
を
中
心
に
ま
と
め
た
方
向
性
や
具
体
案
に
つ
い

て
、
産
・
官
・
学
・
金
・
労
・
言
の
有
識
者
で
構
成
す
る
「
壱
岐
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議
」
を
設
置
し
、
そ
こ
で
広
く
関
係

者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

島
内
関
係
者
の
幅
広
い
意
見
を
集
約
し
た
総
合
戦
略

「
壱
岐
市
人
口
減
少
対
策
会
議
」
の
委
員
に
は
、
市
か
ら
は
市
長
以

下
各
部
長
（
七
名
）
と
学
識
経
験
者
、
農
業
関
係
、
漁
業
関
係
、
福

祉
関
係
、
子
育
て
関
係
、
教
育
関
係
、
商
業
・
企
業
関
係
、
公
募（
三

名
）、
県
振
興
局
、
観
光
連
盟
の
計
二
〇
名
の
構
成
員
と
し
、
と
く

に
外
部
委
員
の
選
任
に
は
若
者
と
女
性
に
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
め

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
で
は
、
人
口
減
少
対
策
の
大
き
な
課
題
で
あ

平成27年6月、国のまち・ひと・しごと創生本部事務局
の山内孝一郎企画官（壱岐市出身）の講演会。
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る
「
少
子
化
」「
し
ご
と
」「
定
住
・
移
住
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
い
、
現
状
の
把
握
や
問
題
点
を
整
理
し
、
今
後
の
戦
略
の

方
向
性
や
具
体
案
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
と
も
両
輪
の
関
係
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
三
回
の
説
明
の
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

産
・
官
・
学
・
金
・
労
・
言
の
有
識
者
で
構
成
す
る
「
壱
岐
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
界
、
市
・

国
・
県
の
行
政
機
関
、
教
育
機
関
、
金
融
機
関
、
労
働
団
体
、
メ
デ

ィ
ア
な
ど
計
二
二
名
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
、
地

元
団
体
な
ど
と
の
意
見
交
換
会
や
市
民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
一
八
歳
以
上
三
〇
〇
〇
人
）、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
調
査

（
一
八
歳
以
上
三
九
歳
以
下
一
〇
〇
〇
人
）、
高
校
卒
業
後
の
進
路
調
査
（
高

校
三
年
生
二
五
〇
人
）、
さ
ら
に
各
団
体
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

　壱岐の豊かな地域資源の活用や新しい産業の創出に
よって、後継者の確保や新たな雇用をつくり出すこと
に取り組む戦略としました。
　畜産・農業、水産業では、生産体制の強化と６次産
業化、農水産業の就活、職場体験の場の提供による後
継者対策、アンテナショップ開設など販路開拓事業に
取り組みます。
　地場産業である焼酎産業の活性化では、国内外への
販路拡大、消費拡大に向けてのＰＲ事業及び雇用の創
出の取り組みを行います。
　産業の創出と誘致活動では、空き店舗などを活用し
た起業支援や、付加価値の高い第３次産業の創出、人
材育成支援を含めた学校や企業の誘致に取り組みます。

　観光振興や移住対策により壱岐市へのひとの流れを
つくる戦略としました。
　観光振興では、歴史や自然など本市の観光資源を活
かした観光地づくりや、観光・物産交流拠点施設の整備、
観光ガイドの育成など観光客の受け入れ体制の整備・
充実、あわせて「日本遺産」（平成27年度「国境の島　壱岐・

対馬・五島～古代からの架け橋～」として文化庁が認定）を活用
した島の魅力を国内外へＰＲし、交流人口の拡大に向
け取り組んでいきます。
　移住対策では、移住希望者の相談体制をはじめ、住居、
財政的支援など受け入れ環境を整備し、魅力ある島と
して情報発信を行い、移住希望者獲得に取り組みます。

壱岐の豊かな恵みを活かし、
活力あふれるまちづくり

壱岐の魅力を発信し、
人が集まるまちづくり

基本目標1

基本目標2
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を
実
施
し
、
そ
こ
で
得

ら
れ
た
分
析
結
果
を
も

と
に
人
口
変
動
要
因
を

考
慮
し
て
策
定
し
ま
し

た
（
一
部
、
シ
ン
ク
タ
ン

ク
へ
策
定
支
援
を
委
託
）。

ま
た
、
総
合
戦
略
策
定

へ
の
見
識
を
深
め
る
た

め
、
戦
略
に
関
わ
る
職

員
や
市
議
会
議
員
、
各

会
議
委
員
な
ど
を
対
象

に
、
平
成
二
七
年
六
月
、

壱
岐
市
出
身
で
あ
り
国

の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
事
務
局
の

山
内
孝
一
郎
企
画
官
に

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
壱
岐
市
企
画
総
合
調
整
会
議
を
計
五
回
、

壱
岐
市
減
少
対
策
若
手
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
会
議
を
計
二
回
、

壱
岐
市
人
口
減
少
対
策
会
議
を
計
八
回
、
壱
岐
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
会
議
を
計
二
回
開
催
し
、
最
終
的
に
平
成
二
七
年
一
〇
月

に
「
壱
岐
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
」
の
策
定
・
公
表
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
を
求
め
る
市
民
の
意
見

　

総
合
戦
略
策
定
に
お
い
て
実
施
し
た
市
民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
約
七
割
の
方
が
「
壱
岐
市
は
住
み
や
す
い
、
こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
た
い
」と
回
答
。地
域
の
発
展
に
は
、「
地
場
産
業
の
振
興
」「
魅

力
あ
る
観
光
の
振
興
」「
子
育
て
環
境
の
実
現
や
時
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
」「
生
涯
に
わ
た
り
健
康
に
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
」
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
生
の
進
路
調
査
で
は
、「
卒
業
後
は
進
学
や
就
職
の

た
め
島
外
へ
転
出
す
る
」
と
の
回
答
が
約
九
割
と
高
い
結
果
で
あ
り

ま
し
た
が
、
一
方
で
そ
の
う
ち
の
約
七
割
の
方
は
、「
将
来
は
壱
岐

市
に
戻
り
た
い
」
と
の
希
望
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
い
ず
れ
の

調
査
に
お
い
て
も
、「
希
望
す
る
勤
め
先
が
な
い
」
と
い
う
意
見
が

多
く
を
占
め
、
定
住
に
結
び
つ
か
な
い
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
調
査
で
は
、
理
想
と
す
る
子
ど

も
の
数
は
平
均
二
・
九
一
人
と
高
い
数
値
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

実
的
に
は
二
・
二
八
人
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、

不
安
に
思
う
こ
と
と
し
て
仕
事
面
、
経
済
面
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

産
業
の
活
性
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
雇
用
の
創
出
が
人
口
減
少
対
策

に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
の
結
果
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

産
業
創
出
や
交
流
・
移
住
促
進
な
ど
を
戦
略
の
重
点
施
策
に

　

壱
岐
市
の
総
合
戦
略
は
、
国
の
四
分
野
に
あ
わ
せ
て
四
つ
の
基
本

総合戦略の「壱岐焼酎ブランド化プロジェクト」の一環、「壱岐焼酎試飲
会in�FUKUOKA」の様子。
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目
標
と
、
一
〇
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
四
八
の
施
策
を
設
定
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
目
標
が
明
確
に
な
っ
た
戦
略
策
定

　

今
回
の
総
合
戦
略
で
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
計
画
・
実
施
・
検
証
・
見
直
し
）の

サ
イ
ク
ル
の
確
立
と
、
事
業
ご
と
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
い
わ
ゆ
る
重
要
業
績
評

価
指
標
）
の
設
定
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
策
定
し
て
き
た
各
種
計

画
で
足
り
な
か
っ
た
部
分
を
今
回
は
し
っ
か
り
と
目
標
を
定
め
て
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
七
年
九
月
、
国
の
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
を
活

用
し
、
外
務
省
の
笹
原
直
記
氏
を
副
市
長
に
迎
え
ま
し
た
。
家
族
五

　交通インフラの整備や、壱岐版CCRC（移住高齢者の受け入れ、

いわゆる「生涯活躍のまち」構想）の推進による定住人口の確保を
図る戦略としました。
　交通インフラの整備では、観光・生活・物流に密着する航路、
空路の活性化に向けた運賃低廉化や島外への通勤・通学者へ
の支援、農水産品などの輸送コスト支援に取り組み、交流人口
の拡大や市民の経済的な負担軽減を図り、島外への転出を抑え、
定住人口の減少に歯止めをかける取り組みを行います。
　壱岐市版ＣＣＲＣ推進では、住まいや医療・福祉など各サー
ビスの充実を図り、受け入れ環境を整備する取り組みや、お試
し居住プログラムの実施など安心して暮らせる島のＰＲを行い、
移住希望高齢者を獲得し生涯活躍のまちづくりの構築に取り
組みます。

　結婚・出産・子育てへの支援や教育のしまづくりを行い、結
婚促進と出生数の増加および教育による確かな学力と豊かな
心をあわせ持つ人材を育成する戦略としました。
　結婚・出産・子育て支援では、婚活サポートセンターの開設、
婚活講座、結婚報奨金制度など、出会いから結婚までの環境
づくりや、出産祝金制度や産前産後サポート事業など、安心し
て子どもを産める環境づくり、子育てサポーターの育成や医療
費、保育料など経済的負担の軽減による、安心して子育てが
できる環境づくりに取り組んでいきます。
　教育のしまづくりでは、グローバル教育など教育の質の向上
や郷土愛の育成、奨学金制度充実による経済的負担軽減、離
島留学生支援制度など、将来を担う子どもたちの育成を図る取
り組みを行っていきます。

安心・安全で住みやすい魅力あふれるまちづくり

壱岐の将来を担う子どもたちを育むまちづくり

基本目標3

基本目標4
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人
で
壱
岐
市
へ
引
っ
越
し

て
来
ら
れ
、
地
方
創
生
を

先
導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
市
役
所
の

組
織
体
制
も
見
直
し
を
行

い
、
新
し
く
地
方
創
生
の

実
行
部
隊
と
し
て
企
画
振

興
部
内
に
地
域
振
興
推
進

室
を
設
置
し
、
職
員
三
名

を
配
置
し
ま
し
た
。
早
速
、

今
年
度
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
、「
壱
岐
な
み

ら
い
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
、
老
若
男
女
問
わ
ず
市
民

の
方
々
を
対
象
に
、
観
光
客
の
誘
致
や
新
し
い
産
業
の
育
成
、
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
壱
岐
市
の
未
来
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
も

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、「
イ
キ
イ
キ
お
結
び
大
作
戦
」
と

銘
打
っ
て
、
平
成
二
七
年
一
一
月
一
四
日
～
一
五
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
同
年
九
月
と
一
一
月
に
は
、
全
国
で
活
躍
す
る
婚
活
マ
ス
タ
ー

高
橋
聰そ
う

典す
け

先
生
を
東
京
か
ら
お
招
き
し
、
壱
岐
市
在
住
の
男
性
参
加

者
（
一
九
名
）
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
手

法
や
服
装
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
、

女
性
（
一
八
名
）
は
遠
く
は
東
京
・
千
葉
・
埼
玉
か
ら
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
一
四
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
ち
が
っ
て
、
男
性
に

は
徹
底
し
て
男
性
力
を
高
め
る
た
め
の
講
座
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
中

も
パ
ー
テ
ィ
ー
的
な
要
素
を
な
く
し
、
真
剣
に
相
手
と
向
き
合
え
る

時
間
を
多
く
持
つ
な
ど
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
成
婚
・
移
住
に
向
け
て
継
続

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
壱
岐
な
み
ら
い
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平
成
二
七
年
一
一

月
二
八
日
と
二
九
日
の
二
日
間
で
市
内
四
会
場
に
わ
け
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
、
高
齢
の
方
ま
で
、
合
計

で
九
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
中
に
あ
と
二

回
対
話
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
な

ど
を
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
提
言

を
、
総
合
戦
略
な
ど
の
各
計
画
の
見
直
し
に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

先
行
型
交
付
金
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
能
者
育
成
と
産
品
開
発
・
販
促
を
実
施

　

平
成
二
七
年
一
〇
月
二
七
日
、
国
か
ら
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
（
地
方
創
生
先
行
型
）」
の
上
乗
せ
交
付
タ
イ
プ
Ⅰ
の
交

「壱岐なみらいづくりプロジェクト」の対話技術を活用し
た未来志向型ワークショップの様子。
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用
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
福
岡
や
唐
津
と
を
結
ぶ
重
要
交
通
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
九
州
郵
船
の
運
航
情
報
に
つ
い
て
、
壱
岐
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
文
字
情
報
や
テ
ロ
ッ
プ
、
外
出
先
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
閲
覧
・
通
知
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
乗
せ
交
付
タ
イ
プ
Ⅱ
で
は
、
本
市
特
産
品
の
壱
岐

牛
な
ど
の
販
売
促
進
・
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
近
年
急
増

し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
活
用
し
、
福
岡
を
は
じ

め
と
し
た
都
市
圏
を
中
心
に
よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
ふ
る

さ
と
特
産
品
広
告
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
壱
岐
焼
酎
の
知
名
度
向
上
と
販
路
・
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
、
壱
岐
市
外
で
テ
レ
ビ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
壱

岐
焼
酎
魅
力
発
信
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
壱
岐
産
の
農
林
水
産
物
を

活
用
し
た
商
品
開
発
や
、
売
れ
る
た
め

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
な
ど
を
行
う
壱
岐
産
品
活
用

商
品
開
発
事
業
に
よ
り
、
当
該
開
発
商

品
な
ど
の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
や
、
商
品
の

情
報
発
信
、
販
路
開
拓
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。�

■

付
対
象
事
業
の
決
定
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
は
、
同
二
三
年
度

に
島
内
全
域
に
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
整
備
し
、
情
報
通
信
環
境
を

整
え
、
離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・

ア
プ
リ
開
発
技
能
者
育
成
・
教
育
事
業
と
し
て
、
壱
岐
市
に
定
住
し

て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
ア
プ
リ
開
発
を
担
え
る
よ
う
に
技
能
者
を
育
成
し
、
雇

谷口　実　（たにぐち みのる）

昭和38年長崎県壱岐島生まれ。同
57年旧郷ノ浦町役場採用、平成16
年壱岐市に合併後、企画課、政策
企画課、総務課を経て同26年より
現職。

首長のことば

壱岐市長　白川博一

　壱岐市の戦略には、これから移住希望者を積極的に受
け入れるため、空き家バンクの充実や空き家改修、起業
に対する支援制度などを盛り込みました。
　平成29年に設置予定の介護福祉士専門学校の学生受け
入れによる人口の拡大や、県立壱岐高等学校の離島留学
制度（東アジア歴史・中国語コース）の島外留学生のさ
らなる拡大についても、積極的に関わっていきたいと考
えております。また、小学生や中学生を対象とした新た
な離島留学制度の創設なども挙げられます。
　企業の地方移転にともなう受け入れ対策につきまして
は、従来から取り組んでおります企業誘致活動と同様に、
誘致企業のニーズに応えられるように、できる限りの支
援をおこなってまいります。

移住希望者・企業の積極的な受け入れを




